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津山市役所

問答

問答

問答

　
定　
住

　
　
出
産
祝
い
金
の
支
給
、

義
務
教
育
終
了
ま
で
通
院

費
の
完
全
無
料
化
の
実
施

に
よ
り
、
晩
婚
化
・
晩
産

化
に
歯
止
め
を
か
け
、
若

者
の
定
住
化
促
進
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

子
ど
も
医
療
費
等
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
施
策

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

他
の
子
育
て
支
援
策
を
含

め
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。

　
地　
域

　
　
中
山
間
地
域
の
振
興

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
津
山
市
中

山
間
地
域
振
興
施
策
の
基

本
条
例
を
制
定
す
べ
き
で

は
。

　
　

津
山
市
中
山
間
地
域

対
策
会
議
や
本
年
度
設
置

す
る
中
山
間
地
域
懇
談
会

の
中
で
中
山
間
地
域
振
興

の
重
要
性
に
つ
い
て
論
議

し
、
基
本
条
例
の
制
定
も

含
め
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

子
育
て
支
援
・

 

中
山
間
地
域
振
興

　
　
施
策
に
つ
い
て

津本辰己
津山誠心会議

　
行　
革

　
　
津
山
市
に
お
け
る
行

政
コ
ス
ト
縮
減
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
と
、
類
似

団
体
と
の
比
較
は
。ま
た
、

議
会
に
お
け
る
議
員
定
数

の
削
減
に
つ
い
て
。

　
　

行
政
コ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
経
常
経
費
充
当
一

般
財
源
に
お
い
て
人
口
１

人
当
た
り
約
24
万
円
で
、

類
似
団
体
よ
り
約
４

万
４
千
円
高
い
状
況

で
あ
る
。
縮
減
策
と

し
て
は
、
事
業
仕
分

け
の
実
施
、
土
地
開

発
公
社
の
清
算
、
定

員
適
正
化
計
画
の
実

行
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導

入
な
ど
を
行
い
、
多

方
面
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
後
に
お

い
て
も
、
職
員
の
創
意
工

夫
と
市
民
・
事
業
者
の
理

解
を
得
て
、
第
10
次
行
財

政
改
革
大
綱
に
新
た
な
見

地
か
ら
全
力
で
取
り
組
み

た
い
。
ま
た
、
議
員
定
数

に
関
し
て
は
、
一
方
的
に

考
え
を
述
べ
る
立
場
に
な

く
、
議
会
活
性
化
調
査
特

別
委
員
会
等
の
議
論
を
見

守
り
た
い
。

行
政
コ
ス
ト
縮
減
に

向
け
た
取
り
組
み
と

　
　
　
　
　
方
向
性

政岡哲弘

市政のあり方を問う！市政のあり方を問う！


